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 平成28年度北上市議会産業建設常任委員会 

行政視察概要報告書 

 

１  視察期間  

  平成 2 8年７月 1 2日（火）～ 1 4日（木）  

 

２  視察先  

 (1) 富山県魚津市  

 (2) 石川県金沢市  

 (3) 福井県敦賀市  

  

３  視察事項  

 (1) 富山県魚津市  

   魚津市民バスについて  

 (2) 石川県金沢市  

   農産物ブランド化の取組について  

 (3) 福井県敦賀市  

   敦賀市コミュニティバスについて  

  

４  視察の概要  

【富山県魚津市】 

 ・面積  200.61ｋ㎡  ／  人口  42,958 人  ／  人口密度  215.50 人 /ｋ㎡  

 富山県の東部に位置し、北西は日本海に面し、南東は山岳地帯で市域の 70％が

標高 200ｍ以上の山地。古くから新川地区の商工業・交通の中心地として発展。良

港をもち、深層まで落ち込んだ海底の湧水に育まれ魚の種類も豊富で富山県下屈指

の漁場であり、また遠洋漁業基地としても栄えた。蜃気楼の見える街・米騒動発祥

の地としても知られている。魚津駅周辺には、宿泊床数約 1,100 の宿泊施設と 200

点以上の飲食店街があり、４万数千人規模の都市としては有数の規模を誇っている。 

 

魚津市民バスについて  

（ 1）魚津市内の公共交通網  

・鉄道  

平成 27 年３月 14 日の北陸新幹線（長野―金沢間）の開業により、ＪＲ北陸本

線の富山県内の区間はＪＲから経営分離され、第三セクター「あいの風とやま鉄

道」が引き継いだ。 37 本停車していた特急列車は、すべて廃止又は金沢止まり
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となり、普通列車中心の運行となった一方、最寄りの新幹線駅である「黒部宇奈

月温泉駅」には、最寄り駅と魚津市内の駅とを「富山地方鉄道」が結んでいる。 

  

・バス路線  

  あいの風とやま鉄道の魚津駅や富山地方鉄道の電鉄魚津駅から郊外方面へ８

路線、市街地を巡回する２路線の計 10 路線があり、いずれも起終点が市内にあ

るフィーダー路線である。路線のうち民間交通事業者が運行する路線は２路線で、

その他８路線（市街地巡回ルート２路線、郊外ルート６路線）を魚津市が「魚津

市民バス」として運行主体となり運営している。  

 

（ 2）運行の背景・経緯  

 ・全国的な背景  

  ○モータリゼーションの進展  

  ○改正道路運送法に伴う規制緩和  

   ⇒  民間路線バス・・・不採算路線の休廃止に拍車がかかる  

 ・魚津市の背景  

  ○市内中心部の公共交通空白地域が存在  

  ○中山間地域の過疎化  

  ○少子化と高齢化社会の進展  

  ○免許保有率の増加による公共交通利用の低下  

 

※ 11 路線あった民間バス路線のうち９路線が休廃止に  

   効率的かつ多様な形で提供できる新たな公共交通体系の確立を図ることが

急務に  

 

 ・「公共交通（バス）活性化計画」  《平成 12 年度策定》  

  「衣食住」と同様に生活に欠かせない地域住民の足を確保するという観点から、

本当に必要なバス交通サービスの見極めを行った。  

  ○魚津市公共交通（バス）活性化検討会・・・庁内検討会  

  ○魚津市公共交通（バス）活性化会議  ・・・市民会議  

 

        ○平成 13 年３月  魚津市公共交通（バス）活性化計画の策定  

        ○平成 13 年３月～４月  市内全域対象にアンケート調査実施  

 

  ※アンケートの結果、 90％以上が「バスが必要である」と回答  
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 ・コミュニティバスの実験運行  《平成 13 年度実施》  

  【中心市街地巡回・観光ルート巡回】  

アンケート結果を踏まえ、「中心市街地の空洞化等への対策」を目的に開始  

  ⇒  「空気をのせたバス」と言われるほど利用者が少なかったため、目的を「交

通弱者等の足の確保」に変更し、ルートの見直しや運行日を隔日の運行か

ら通年運行にするなど、利用者確保対策を行った。  

 ・コミュニティタクシー実験運行  《平成 14 年度実施》  

  【郊外５地区】  

  バス路線が休廃止したため、「高齢者を中心とした交通弱者の足の確保」を目

的に開始。  

 

 コミュニティバス、コミュニティタクシーの実験運行を経て、平成 1 8年 1 0月１日  

から「魚津市民バス」の運行を開始  

 

（ 3）「魚津市民バス」の概要  

  ●運行ルート  

   ①市街地巡回ルート  

東回り・西回り  

   ②郊外ルート  

    上野方ルート  

    松倉ルート  

    坪野ルート  

    中島ルート  

    天神ルート  

    経田―道下ルート  

    片貝ルート（平成 2 8年度から）  

 

 ※平成 2 5年度の車両更新の際に、ルートごとに車両のイメージ色を決定し、バス  

停やバスマップもバス車両と同色で表記し、識別しやすくしている。  

 

  ●運行形態  

   道路運送法第 79 条に基づく市町村有償旅客輸送（白ナンバー）  

  ●運行主体  

   魚津市（バス運行及び車両管理等を委託）  
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  ●車両  

   市から委託業者へ無償貸与  

  ●運賃  

   ①運行開始時      １人１乗車１００円（未就学児無料）  

   ②平成 2 6年６月改定   １人１乗車２００円（小人１００円、未就学児無料） 

●委託業者  

   ①市街地巡回ルート  

    指名競争入札により交通事業者に運行を委託  

   ②郊外ルート  

    各ルートの運行を地元で設立いただいたＮＰＯ法人に委託  

    ※平成 2 7年度からは、交通事業者に委託する体制に変更した  

 

【地元ＮＰＯ法人による路線運営】  

  魚津市民バスの大きな特色として、郊外ルートをかつて地元ＮＰＯ法人に運営  

を委託していたことが挙げられる。  

運行までの経緯  

コミュニティタクシーの実験運行が終了する平成 1 9年以降、市が郊外ルートに

バスの本格運行を行う場合、ＮＰＯ法人の設立と運行費用の１／３を運賃収入

等により確保を条件に、市が残る２／３の支援と車両等の無償貸し付けを行う

こととし、本格運行を行わない場合は運行を終了することを提案した。その結

果、全地域でＮＰＯ法人設立に向けての取り組みが開始され、平成 2 0年中に６

ルートすべてで本格運行が開始された。  

 ＮＰＯ法人の運営内容  

・車両の管理やメンテナンス  

・運転手の雇用  

・ルートとダイヤの決定  

※上記をＮＰＯ法人が担い、１／３収入確保のために、各地区で工夫した利用

促進等の取組みを行った。  

 ＮＰＯ法人による運行のメリット  

 ・住民主体による運行計画の策定（停留所や時刻表の決定）等が可能  

 ・地域のためのバス活用 (定期運行外 )が可能 (学校や保育園の活動での利用等 ) 

 ・運転手を地域で雇用することで、顔の見えるバス運行を実現  

 ・運行費用の抑制と利用者負担の軽減を図ることができる  

 ・地域のＮＰＯ法人ごとに、１／３収入確保のための手段を検討していただいた  

結果、「自分たちの地域のバス」というマイバス意識が芽生えた。  
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 ＮＰＯ法人による運行のデメリット  

 ・地域の人的負担が求められる（ボランティア的な活動により成立し、特定の人  

材が活動）  

 ・運転手の確保や労務環境の課題  

 ・安全性の確保を担う人材の確保が困難（車両の管理、安全運行などには専門性  

を有する）  

 ・事業費の１／３の収入確保への不公平感（沿線人口規模や立地施設等による地  

域間格差が発生）  

 

  ●利用者増加に向けた取組み  

   ①スタンプラリー「街なか巡り」の実施  

    スタンプラリーを通じて、楽しみながら普段なかなか行く機会のない場所

に出かけていただき、新たなバス利用の掘り起こしと町の活性化につなげ

ることを目的に平成 2 4年度から実施  

   ②バスサポーター制度の実施  

    平成 2 2年度から魚津市民バスの利用促進やバス路線の周辺整備等を応援

していただけるサポーターを募集し、現在 3 0人に登録していただいている。 

    【活動内容】  

    ・魚津市民バスの積極的な利用  

    ・身近なところでの魚津市民バスのＰＲ  

    ・バス停留所周辺の環境整備      など  

   ③ケーブルテレビ等でのＰＲ  

    ・毎月、市ケーブルテレビで市職員が分かりやすくバスやその他公共交通

等についてＰＲを行っている（ただのおしらせでなく寸劇風で）  

    ・市広報紙、コミュニティＦＭなどあらゆる発信源を活用しＰＲ  

   ④その他の取組み  

    ・全てのバス停ごと・便ごとの詳細な乗降調査（毎日）  

    ・地域内の各種団体への働きかけ（月 1、 2 回程度）  

    ・利用者目線で、バス時刻・バス停の見直し（継続的に、柔軟に）  

    ・マイ時刻表の作成（分かりやすく・利用しやすいように）  

    ・需要の掘り起こしや来訪者対策等による利用者増加策  

    ・回数券の事前購入依頼やバス運行にあわせたライフスタイルの提案等  

    ・バス運転手、利用者等とのコミュニケーション（現場にヒントが）  

    ・回数券の活用…高齢者免許返納（ 10,000 円分・ 1 回限り）  

            軽度障がい者の外出支援（ 2,000 円分・年 1 回）  
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●運行実績等・・・【視察資料より抜粋】  
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※平成 27 年度からの新体制  

  ●委託相手先の変更  

ＮＰＯ法人による運行によって得られるメリットは数多くあったが、これま  

での郊外ルートの運行で培われた長所を生かしながら、安全で地域に愛され

る運行を永続的に継続する体制作りが必要であると判断し、平成 2 7年度から

は、「郊外ルートの運行及び運行管理を交通事業者に委託」する体制とした。  

  ●魚津市民バス等利用促進協議会の設立  

   市民バスを全市的に支える組織として、各地域で利用促進に取り組む「地域

利用促進協議会」設立していただき、情報共有及び調整機関として「魚津市

民バス等利用促進協議会」を平成 27 年７月に設立  

 

 

 

【所感】  

・ルートごとに車体の色で区別するのは分かりやすくてよいのではないかと感じ

た。ただし、事故（故障）や車検時の際の対応は代車となるのでその際の対応が

難しいと感じた。  

・魚津市が取り組んでいるように、バス路線の分かりやすさ、料金の一律化、運
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行日数及び便数の多さ、利用促進策など北上市の公共交通政策を考えるにあたっ

て大いに参考にしなければならないと感じた。  

・かつて運営を運行地域ごとに設立したＮＰＯ法人に担ってもらった取り組みは、

収支などを自治体任せでなく、自分のことのように感じてもらうには有効な取り

組みだったと思う。マイバス意識の醸成に大いに効果があったと思う。  

・市民バス事業を福祉施策としてもとらえており、軽度障がい者や運転免許証を

返納した高齢者に回数券を配布するなどの事業は素晴らしいと感じた。  

 

【石川県金沢市】 

・面積  468.64ｋ㎡  ／  人口  465,810 人  ／  人口密度  957.16 人 /ｋ㎡  

  加賀藩前田家の城下町として栄え、加賀友禅や金沢箔・九谷焼などの伝統工芸

や能楽・加賀万歳などの伝統芸能を受け継ぐ。戦災や大災害を免れたため、重要

伝統的建造物群保存地区である東山や主計町の茶屋街、寺町台や卯辰山麓の寺院

群など藩政時代の美しい街並みを残している。手仕事の技を活かしたものづくり

産業も特色であり、平成 21 年には「歴史都市」第 1 号認定及び「ユネスコ・ク

ラフト創造都市」に登録された。大学など高等教育機関が周辺立地する「環状大

学都市」であり、中核市。  

 

金沢産農産物ブランド化の取組について  

 （ 1）経緯  

   金沢市には、藩政期から季節感に富んだ伝統野菜が存在し、加賀料理をはじ

めとする豊かな食文化が継承されてきた。しかし、戦後、大量生産可能な一代

交配種（Ｆ１）の台頭や生産農家の減少等により、伝統野菜の存続に対する危

機感が高まってきた。そこで、平成９年に金沢市農産物ブランド協会を発足し、

加賀野菜の認定制度、金沢そだちの認証制度を創設した。  

    

   平成２年  加賀野菜保存懇話会発足  

   平成９年  金沢農産物ブランド協会発足  

        加賀野菜の認定（９品目）  

   平成 1 5年  加賀野菜の追加認定（ 15 品目）  

   平成 2 1年  加賀野菜取扱店登録制度、加賀野菜加工品認証制度開始  

   平成 2 2年  金沢そだち認証制度開始  

金沢そだち（３品目）対象品目化  

   平成 2 6年  金沢農産物ブランド新戦略策定  

   平成 2 7年  金沢そだち対象品目追加（２品目）  
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（ 2）加賀野菜  

   ●認定の定義  

昭和 20 年以前から栽培され、現在も主として金沢で栽培されている野菜  

   ●品目（ 15 品目）  

    ①さつまいも②源助だいこん③加賀太きゅうり④打木赤皮甘栗かぼちゃ  

⑤加賀れんこん⑥くわい⑦加賀つるまめ⑧へた紫なす⑨金沢一本太ねぎ  

    ⑩金沢春菊⑪せり⑫二塚からしな⑬たけのこ⑭赤ずいき⑮金時草  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇加賀野菜（ 15 品目）  【 7/13 視察資料より】  
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 （ 3）金沢そだち  

   ●認証の目的  

    金沢の風土を活かして生産されたすぐれた農産物を認証することにより、

消費者への周知と信頼を高め、金沢農産物のブランド力の向上につなげ、

生産の振興と消費の拡大を図ることを目的に認証  

   ●品目（５品目）  

    ①すいか（小玉すいか含む）②なし③だいこん④トマト⑤きゅうり  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（ 4）金沢産農産物ブランド新戦略  

   ●ブランド化推進に向けた課題  

    ①生産の課題  

     ・担い手の確保による生産の維持・拡大  

     ・消費者ニーズに応じた栽培技術の確立  

     ・新たな品目の育成や市内産地拡大の検討  

    ②流通の課題  

     ・品目ごとの出荷量を踏まえた流通体制の強化  

     ・６次産業化や加工品開発等による経営の安定  

    ③消費の課題  

     ・消費者ニーズを踏まえた販売戦略による認知度向上と消費拡大  

     ・首都圏等から金沢に来訪して食べてもらう仕組みづくり  

     ・金沢市民の金沢ブランド農産物を食べる機会の創出  

   ●ブランド化推進に向けた方向性  

    ①生産の方向性  

     安定した生産体制の確立と品質の向上  

     ・加賀野菜や金沢そだちの安定的な生産及び次世代への継承に向け、新

たな担い手の育成及び市内産地の拡大を図り、各品目の生産状況に応

◇金沢そだち（5 品目）  【7/13 視察資料より】  
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じた生産体制を強化。  

     ・金沢農産物のブランド力をさらに高めるため、品質を向上させる施策

を推進し、新たな品目のブランド化についても検討。  

    ②流通の方向性  

     流通体制の強化と６次産業化の推進  

     ・多くの方に金沢ブランド農産物を食してもらうため、関係者間の連携

や取組の強化による流通体制の充実を図るとともに、生産者の安定的

な収入が期待される６次産業化や加工品開発に係る施策を推進。  

    ③消費の方向性  

     食文化の魅力発信を通じた消費の拡大  

     ・金沢の食文化の継承と振興に向け、市民の金沢農産物への愛着を育む

とともに、北陸新幹線金沢開業を契機とした首都圏等における金沢ブ

ランド農産物の認知度を高める取組を推進。  

   ●ブランド化に向けての取組事例【主なもの】  

    ①生産における事例  

     ○新たな担い手の育成  

・金沢農業大学校の研修体制の  

充実・修了生への支援  

     ○高品質で安全・安心なブランド  

農産物の安定供給  

     ・わかりやすい加賀野菜生産技術  

マニュアルの作成と普及  

     ・「農の匠」による技術講習会の  

実施  

     ・生産者間の意見交換会の開催  

（肥培管理や新技術への対応等）  

    ②流通における事例  

     ○市内外への販路拡大に向けた取組  

     ・消費者ニーズに応じた出荷のための意見交換会及び計画販売の実施  

     ・市内外の市場や量販店等での消費宣伝活動の実施  

    ③消費における事例  

     ○食文化の継承に向けた食育や地産地消の推進  

     ・学校給食を通じた食べる機会の創出や生産者との交流  

・金沢ブランド農産物を使用した市民向け料理教室の開催や支援  

     ・加賀野菜の歴史や逸話を継承するための篤農家聞き書き集の編纂  

「農の匠」講習会【 7/13 視察資料より】  
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・金沢ブランド農産物を使用した伝統料理や家庭料理レシピの発信  

 

      

 

 

 

 

 

 

     ○金沢へ来訪し、食べてもらうための取組の充実  

     ・金沢ゆかりの著名人と連携したＰＲ活動の実施  

     ・北陸新幹線駅等での出品や情報発信  

     ・金沢クラフト首都圏魅力発信拠点における試食会の開催  

     ○多様な媒体（パンフレット、ＳＮＳ等）の充実による発信力の強化  

     ・ＰＲ映像の制作・発信  

     ・生産から購入、調理、飲食等に関する情報の一元化と体系化  

     ・既存媒体の多言語化  

【所感】  

 ・金沢全体の農産物生産を上げるため、ブランド野菜はシンボル的存在であり、

こうした金沢市における取組みは、単なる加賀野菜振興にとどまらない地域農業

再生の先導役としての意味を持つ大きな挑戦であると感じた。当市では、ここま

での大規模プロジェクト的取り組みは難しいとしても、市という小規模な単位で

ならば実現できる事業と特産物があるので、全国流通もいいが、地域の農産物は

地域で循環する仕組みが今必要とされていると思った。  

 ・ＰＲ活動に力点を置いている。加賀野菜のレシピを単品ごとに小さな冊子にま

とめ発刊するなど、当市で取り組みする上で大いに参考にすべきであると感じた。 

 ・農産物の流通にはＪＡが大きな部分を占めている現状では、当市においてはＪ

Ａが広域合併していることが逆に北上ブランドを育てるうえでは障害となって

いるのではと感じさせられた。  

 ・農産物のブランド化は、生産者の努力では限界があり、販売戦略の豊富なＪＡ

の協力が欠かせない。工業における産学官連携のように、生産者・販売戦略・支

援の連携が必要だと感じる。金沢市はＪＡが広域化していないため、金沢産をＰ

Ｒして販路を拡大しようとするブランド化事業においてＪＡと行政の連携がう

まく取れていると感じた。北上市が農産物のブランド化を図る上では、ＪＡとの

関わりが大きなカギとなることを再認識した視察であった。  

（
品
目
ご
と
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
） 

◇
加
賀
野
菜
レ
シ
ピ 
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【福井県敦賀市】 

・面積  251.39ｋ㎡  ／  人口  67,051 人  ／  人口密度  266.72 人 /ｋ㎡  

  福井県の中央南部に位置。敦賀港を中心に、陸路も都と北国を結ぶ要衝として

発展。 1899 年の開港指定後は大陸間定期航路が開設され、わが国の日本海側玄

関口に。戦後は大型フェリー、環日本海諸国間にはコンテナ便も定期就航。平成

23 年には「国際フェリー・国際 RORO 船」機能別拠点港に選定された。  

  平成 26 年度の舞鶴若狭自動車道開通、北陸新幹線の敦賀延伸で、関西・中京

圏に加え北陸・甲信越からのアクセス環境が向上、企業誘致はじめ産業振興策を

推進している。また、原子力発電所などが立地するエネルギー都市として、福井

大学附属国際原子力工学研究所を建設し、原子力防災等における人材育成を推進

している。  

 

 敦賀市コミュニティバスについて  

（ 1）これまでの経緯  

 ①民間路線バスの縮小  

  昭和 6 1年  黒河線・山泉線の廃止  

  平成３年  川東線の休止  

②コミュニティバスの導入及び運行の拡大  

平成 1 0年  福井県内初のコミュニティバス導入  【市街地循環線】  

     （東京都武蔵野市の「ムーバス」を参考）  

   平成 1 2年  沓見線（民間路線）の廃止  

→  コミュニティバスの運行を拡大  【粟野線、中郷線】  

   平成 1 4年  杉津線、愛発線（いずれも民間路線）の廃止  

→  コミュニティバスの運行を拡大  【愛発線、東郷線】  

  ③全路線のコミュニティバス化  

   平成 1 8年  民間路線バス事業者から補助の要請  

   平成 1 9年  公共交通プロジェクトチーム設置  

   平成 2 0年  地域公共交通会議に全路線のコミュニティバス化計画を説明  

   平成 2 1年  地域公共交通会議の承認、市議会の承認  

        →  12 月１日  試行運転開始  

   平成 2 3年５月１日  本格運行開始  

   ※利用者が減少し、民間路線の休廃止が進んできたため、いずれすべての路

線が補助路線となり、市の負担額が増大する懸念があったことや、運賃の

地域間格差に対する市民の不満も高かったことから、すべてをコミュニテ

ィバス（委託路線）とし、合理的な路線に再編することとした。  
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 （ 2）敦賀市コミュニティバスの概要  

   ●運行ルート  

    運行ルートは 14 路線  

①東浦線  

    ②常宮線  

    ③市街地循環線  

    ④中央線  

    ⑤金山線  

    ⑥松原線  

    ⑦海岸線  

    ⑧西福寺線  

    ⑨中郷・木崎線  

    ⑩山・公文名線  

    ⑪野坂・ひばりヶ丘線  

    ⑫温泉線  

    ⑬東郷線  

    ⑭愛発線  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バス停等は松本零士キャラクターを使用  

【7/14 視察資料から】 
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●事業主体  

    敦賀市（運行の主体は事業者）  

   ●運賃  

    １人１乗車２００円（小人１００円）  

●委託業者  

    ・平成 2 2年度に入札により業者を決定。  

・平成 2 3年５月１日から 6 5か月間の長期契約を締結。  

・２事業者に委託（ 14 路線中、 11 路線と３路線）  

・事業者インセンティブとして、利用促進により収入が増加した場合は、

事業者の利益が増える仕組み  

   ●民間路線バスとの役割分担  

    敦賀市内を運行する民間路線バスは次の２路線  

    ①福井鉄道若狭線   

②福井鉄道菅浜線  

     この２路線は、美浜町まで運行する広域路線バスとなっている。  

 

     ※市内運行・・・コミュニティバス  

      広域運行・・・民間路線バス    と役割を分担  

 

●その他  

    ・全路線に系統番号を設定  

     車両や停留所、時刻表等に記載することで、路線を分かりやすくする  

    ・停留所看板を新たに設置  

     土台や支柱について使えるものは、原則既存のものを使用  

    ・運行車両は既存のものを使用  

     安全に運行できるものであれば、既存の車両を使用する  

     低床バスやノンステップバス等については、事業者と協議し順次導入  

    ・デザインの変更  

     車体、標識、時刻表に、松本零士キャラを使用  

 

※バス停の整備や時刻表の作成等運行に係る走行空間の整備は、敦賀市の

負担により実施  
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   ●再編前後の予算規模の比較  

    ・再編前（主に補助金交付）  

     コミュニティバス（委託）７４，１５９千円  

     市内路線バス       ２３，２９９千円  

松原・金山線       １２，５５０千円  

           １１０，００８千円  

    

    ・再編後（委託料）  

     1 1路線分         ８３，６６４千円  

     ３路線分         ２７，７２０千円  

                １１１，３８４千円  

       

※平成 26 年度からは、消費税増税により１１５，９９９千円  

   

   ●乗車人数の推移  

【敦賀市ＨＰより】  

 

 

 Ｈ2 2 Ｈ2 3 Ｈ2 4 Ｈ2 5 Ｈ2 6 

乗車人数  330,336 336,637 337,852 319,288 326,805 

前年比較   101.9％ 100.4％ 94.5％ 102.4％ 

      ※平成 2 7年度の乗車人数は、約 329,000 人（視察時に説明あり） 
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 ●市民の利用促進策  

    ①運転免許自主返納支援事業  

     運転免許を自主返納した 65 歳以上の方を対象にバスタクシー共通利用

券 20,000 円分を支援  

    ②私の時刻表  

     バスの時刻表から、使う区間をカードにまとめた自分仕様の時刻表を申

請に応じて無料で作成  

    ③児童体験乗車  

     市内小中学生における児童・生徒の社会科見学によるバスの利用を無料

とする  

    ④バス待合所整備事業補助金  

     町内会を対象に待合所整備について補助  

 

 

【所感】  

・敦賀駅前から視察先の敦賀市役所までコミュニティバスを利用したが、途中の  

福祉センターのバス停が福祉センターの玄関先であった。勝手な解釈であるが、 

高齢者等が利用しやすいようにしていると感じた。  

 ・市内運行はコミュニティバス、広域運行は民間路線バスと行政と民間の役割分  

担を明確化し、組織に組み込むことで市民協働の公共交通体制の確立がなされて  

いくものと感じた。  

 ・運転免許自主返納支援事象や「私の時刻表」、「バス待合所整備事業補助金」な  

ど当市でもすぐに取り組めそうなアイデアが盛りだくさんであった。  

 ・魚津市でもそうであったが、市民アンケートを行うと、必ず結果はかなりの割  

合の方が「欲しい・利用する」と回答するものの、現実は乗らない、利用しない  

実態をいかに打開していくかが行政しかできない事業計画であるとしみじみ感  

じた。採算性を求めると市民サービスが低下する宿命の公共交通は「まちづくり」 

そのものであり、市民の「移動権」を保障するという自治体が覚悟と責任を持っ  

て取り組むべき事業であると改めて認識した視察であった。  

 

 

４  視察参加議員  

  委  員  長  高  橋  孝  二  

  副委員長  藤  本  金  樹  

  委   員  昆  野  将  之  
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  委   員  小田島  德  幸  

  委   員  安  德  壽美子  

  委   員  星    敦  子  

  委   員  小  原  敏  道  

  委   員  佐  藤  重  雄  

  議   長  高  橋  穏  至  

 

 

 

 

 

 

※参考資料  

 【公共交通における北上市・魚津市・敦賀市との比較（議会事務局調べ）】  

①基本データ（公共交通）・・・下表  

②北上市の公共交通（現状）・・・Ｐ 20 

③魚津市、敦賀市の公共交通・・・Ｐ 21 

  

北上市 魚津市 敦賀市 摘要

93,308人 42,694人 65,830人 2016/6/1現在

22.4％ 27.8％ 22.9％ 各市人口ビジョン

14.6％ 12.5％ 14.6％ 各市人口ビジョン

437.55㎢ 200.63㎢ 251.20㎢ ―

213人/㎢ 213人/㎢ 262人/㎢ ―

1.04 1.01 1.02 Ｈ22国勢調査数値

面　　積 7.17㎢ 4.27㎢ 12.12㎢

人　　口 28,237人 15,344人 46,164人

人口密度 3,938.2人/㎢ 3,593.4人/㎢ 3,808.9人/㎢

614,485人 78,758人 ―
Ｈ26データ

敦賀市データなし

22,380人 175,324人 　326,805人 Ｈ26データバス乗車人員（市）

人　　　　　口

65歳以上人口比率

15歳未満人口比率

面　　　　　積

人　口　密　度

昼間人口/夜間人口

人口集中地区：原則として1㎢
当たり4,000人以上の人口密度
の高い調査区が市町村内で隣接
し、人口5,000人以上の地域を
構成する調査区の集まり。

基本データ（公共交通）

人
口
集
中
地
区

バス乗車人員（私）
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平日 土日祝

1 横川目線 北上駅前～横川目（又は藤根十文字） 56 26

2 成田線・村崎野線・花巻北高線 北上駅前～花巻北高前 9 8

3 口内線 北上駅前～綾内（あやうち：口内） 8 運休

4 市内線 北上駅前～北上営業所（村崎野） 7 運休

5 北上翔南高校線 北上営業所～北上翔南高校 6 運休

6 北上翔南高校・成沢線 北上市役所前～北上翔南高校（又は成沢公民館） 23 10

7 石鳥谷線 北上駅前～石鳥谷 36 24

8 国道北線 北上駅前～金ヶ崎町役場 14 10

9 岩黒線 北上駅前～江刺バスセンター 8 6

10 北上線 県立中部病院～町立さわうち病院 4 運休

合　　　計 171 84

曜日 便数

1 火木 8

2 月木 8

※運賃・・・100円～300円

③支線交通（乗り合いタクシー等）

地区 路線 曜日 便数

藤根線 月火木金 3

横川目線 月火木金 4

岩崎線 月火木金 3

仙人線 月木 3

稲瀬（1・2・3区）～市街地 月水金 2

稲瀬（1・2・3区）～下門岡バス停 月水金 2

相去5区と6区の一部～市街地【Ａ路線】 月～金 2

相去6区～市街地【Ｂ路線】 月～金 2

※ 運賃

和賀地区・・・500円

稲瀬地区・・・～市街地640円、～下門岡200円

相去地区・・・500～700円

◆ 補助金（Ｈ28予算）

事業名 概要

1 コミュニティバス運行補助金 運行経費-運賃収入＝補助額

2
広域バス路線運行費補助金
（成田線・北上線）

（補助対象経常費用-経常収益）×市域の営業キロ/営業キロ＝補
助額（他市等と距離按分・補助額の1/2は県補助）

3 支線交通運行事業費補助金
運行経費の50％、上限50万円を補助
対象地区（相去、稲瀬、藤根、岩崎、和賀、口内）

合　　　計

10,998

3,785

4,000

18,783

●口内地区・・・「自家用自動車有償旅客運送（口内有償ボランティア輸送システム）」（ＮＰＯ実施）

相去地区

1

2

3

予算額（千円）

他にも、

稲瀬地区

北上市の公共交通（現状）

①路線バス（岩手県交通）

区間

和賀地区

県立中部病院～下村（臥牛）

飯下公民館前（飯豊）～小川屋敷（更木）

運行便数
路線名 区間

②北上市コミュニティバス

※２（成田・村崎野・花巻北高線）の土日祝日の運行区間は、北上駅前～北上営業所間

※２（成田・村崎野・花巻北高線）の運行本数は、北上市内のみ計上
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①魚津市民バス

路線名 区間 便数

1 市街地巡回ルート（東回り） 8

2 市街地巡回ルート（西回り） 8

3 上野方ルート 魚津駅～魚津消防署 12

4 松倉ルート 鹿熊～労災病院前 12

5 坪野ルート 坪野～労災病院前 12

6 中島ルート 魚津もくもくホール～労災病院前 10

7 天神ルート 東山公民館前～魚津駅前 12

8 経田―道下ルート 経田公民館～経田公民館 12

9 片貝ルート 奥東城～労災病院前　ほか 5

合　　　計 91

※ 市街地巡回ルートは年末年始運休、その他路線は日祝及び年末年始運休

※ 運賃は一律200円

②地鉄バス（富山地方鉄道）

路線名 区間 便数 （休日）

1 黒沢線（西布施方面） 電鉄魚津駅前～大沢 10 ―

2 東蔵線（片貝方面） 電鉄魚津駅前～東蔵 15 12

合　　　計（平日） 25

※ 運賃は一律200円（社会実験中）

①敦賀市コミュニティバス

路線名 区間 便数 （休日）

1 東浦線 敦賀駅～元比田 16 11

2 常宮線 敦賀駅～立石 6 ―

3 市街地循環線 敦賀駅～敦賀駅 3 ―

4 中央線 敦賀駅～沓見 22 ―

5 金山線/野坂・ひばりヶ丘線 敦賀駅～国立病院 20 16

6 松原線/西福寺線 敦賀駅～西福寺 44 36

7 海岸線 敦賀駅～松原町 6 ―

8 中郷・木崎線 敦賀駅～松葉町 15 11

9 山・公文名線 敦賀駅～敦賀駅 12 5

10 温泉線 敦賀駅～敦賀駅 4 ―

11 東郷線 敦賀駅～新保 10 5

12 愛発線 敦賀駅～杉箸 16 6

合　　　計（平日） 174

※ 運賃は一律200円

※ 12（愛発線）は曜日によって運行便数が異なる（月～土８、月水金４、火木土４）

②ぐるっと敦賀周遊バス（敦賀観光バス株式会社）

路線名 区間 便数 （休日）

1 ぐるっと敦賀周遊バス 敦賀駅～敦賀駅 9 6

※ 運賃・・・１乗車200円、１日フリー500円

③福井鉄道株式会社

路線名 区間 便数 （休日）

1 菅浜線 敦賀駅～白木 10 ―

2 若狭線 敦賀駅～美浜駅 12 8

合　　　計（平日） 22

魚津駅～魚津駅

福井県敦賀市

富山県魚津市

 


